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■一級水系

　徳島県は豊かな水量を持つ多くの川に恵まれており、県民の川への愛着は非常に深い。

河川は、上流部から小さな河川の合流を繰り返しながら、下流部へと向かうにしたがい

徐々に大きな河川となり海に注がれる。これら一群の河川を合わせた単位を「水系」とい

う。1965年に施行された河川法により国土保全上または国民経済上特に重要な水系として

政令で指定されたものが「一級水系」であり、一級水系に係る河川のうち、河川法による

管理を行う必要があり、国土交通大臣が指定した河川が「一級河川」である。全国で109水

系が一級水系と指定されており、そのうち四国は８水系で、河口が徳島県にあるものは吉

野川水系と那賀川水系の２水系である【水系-1】。

◯吉野川水系

　流域面積（水系全体で雨水が集まる領域の広さ）は、全国17位、四国では１位の3,750㎢

（徳島県63%、香川県1%、愛媛県8%、高知県28%）で、流域が四国四県に及ぶ唯一の水系

であり、これは四国全域の約20％に相当する。幹川流路延長（水系の中心となる河川の長

さ）は194㎞（全国12位）で、四国では渡川水系（四万十川を幹川とする水系）の196㎞に

次ぐ２位となっている【水系-2】。

　吉野川流域は豊かな自然に恵まれており、源流付近に石鎚国定公園、中央部に剣山国定

公園などがある。河口部では11月から１月にかけてスジアオノリが収穫され、生産量は日

本一を誇る。また、吉野川は日本三大暴れ川の一つとして数えられ、本州・利根川の「坂

東太郎」、九州・筑後川の「筑紫次郎」と並び、「四国三郎」の異名を持つ。2012年には

各河川の活動団体により、国内の河川同士で初めて兄弟縁組が締結された。

◯那賀川水系

　剣山に源を発する那賀川は、流域面積が全国70位、幹川流路延長が同34位に位置してお

り、徳島県内だけを流れる唯一の一級河川である。吉野川の徳島県内の幹川流路延長は108

㎞（高知県側の上流部86㎞を除く）で、県内を流れる長さでは125㎞の那賀川が最長とな

る。特徴としては、流域が国内有数の多雨地帯でありながら、地形が急峻であり流速が速

く、大雨が降り洪水が発生すると短時間で急激に川の水位が上昇する反面、雨が降らなけ

れば渇水が起こりやすいことが挙げられる。

水系
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■水質

　国土交通省四国地方整備局「令和5年四国内一級河川の水質現況」によると、県内18地点

のうち5地点（前年同調査では3地点）で良好な水質を維持している【水系-3】。

　二級河川・海部川（海部川水系）もその透明度の高さから「知られざる清流」といわれ

ている。流域内には、治水・利水目的の大規模なダムはなく、四国随一の清流と称される

ほどの清らかな流れと、豊かな自然環境が残されている。上流には1990年に『日本の滝百

選』の一つに選定された轟の滝があり、川を囲む森は『水源の森百選』（1995年、林野庁

選定）に選ばれている。流域には絶滅の恐れのある貴重な種も含め、多くの動植物が生息

している。

■水の郷としての特色

　徳島市は『水の郷百選』（国土交通省）に選出されている。同市は、大小134本もの河

川が存在する水が豊かな都市である。市内中心部を流れる新町川と助任川に囲まれた周囲

約６㎞の中洲は、上空から見ると「ひょうたん」の形をしていることから、「ひょうたん

島」の愛称で親しまれている。

　2009年に徳島市で開催された「全国水の郷サミット」では、水辺を活かしたまちづくり

の先進的な事例として、周遊船が約30分をかけて一巡する「ひょうたん島クルーズ」が大

きな注目を集めた。多くの市民や観光客が水上からの風景や風の心地よさを楽しんでお

り、同市の重要な地域資源となっている。

　これらは「ひょうたん島水と緑のネットワーク構想」に基づき、水辺を活かした個性的

なまちづくりが進められてきた結果であり、行政やＮＰＯをはじめ市民の手によって進め

られてきたところに大きな特徴がある。

　徳島市は2012年から観光資源であるひょうたん島を中心に、船の発着や乗降ができる桟

橋などの機能を持った「川の駅」や「川の停留所」を整備する「ひょうたん島川の駅ネッ

トワーク推進事業」に取り組んでいる。中心部へ人の流れをつくるほか、移動手段として

の取り組みを進め、まちのにぎわい創出につなげることを目指している。

　さらに、2021年から「ひょうたん島水上タクシー」の運航を期間限定で開始した。2023

年には、その運航期間が通年に拡大されている（一部区間を除く）。徳島県の委託を受

け、阿波農村舞台の会と新町川を守る会が運営・運航しており、徳島市内を中心に、万代

中央ふ頭、イオンモール徳島前、阿波十郎兵衛屋敷前などの計10カ所（北島町を含む）で

乗降可能で、自転車の持ち込みもできる。

　その他にも、ひょうたん島周辺では新町川にかかる４つの橋（ふれあい橋、両国橋、新

町橋、春日橋）が徳島市の「ＬＥＤ景観整備事業」によりアート作品として整備され、魅

力的な景観づくりに貢献しているほか、「とくしまマルシェ」や「水都祭」など、ロケー

ションを活かしたさまざまなイベントが開催されている。　　　　　　　　  （近藤有紀）
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【水系-1】四国の一級水系（2024年4月30日現在）

吉　　野　　川
那　　賀　　川
土　　器　　川
重　　信　　川
肱　　　　　川
物　　部　　川
仁　　淀　　川
渡川（四万十川）
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874
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徳島県
香川県
愛媛県
愛媛県
高知県
高知県
高知県

水系の名称 河川数 幹川流路
延長（㎞）
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（㎢） 河　口
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【水系-2】全国の規模が大きな水系（2024年4月30日現在）
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資料：国土交通省「一級河川の河川延長等調」

資料：国土交通省「一級河川の河川延長等調」

水系名 河川名 調査地点 各地点のBOD年平均値※2

地点数 県名
吉野川 吉野川 3 徳島

吉野川 旧吉野川 3 徳島

吉野川 今切川 2 徳島

吉野川 穴吹川 1 徳島

吉野川 貞光川 1 徳島

吉野川 鮎喰川 1 徳島

吉野川 銅山川 1 愛媛

那賀川 那賀川 2 徳島

那賀川 桑野川 2 徳島

土器川 土器川 3 香川

重信川 重信川 5 愛媛

重信川 石手川 2 愛媛

肱川 肱川 5 愛媛

肱川 矢落川 2 愛媛

物部川 物部川 3 高知

仁淀川 仁淀川 5 高知

仁淀川 波介川 1 高知

仁淀川 宇治川 1 高知

渡川 四万十川 2 高知

渡川 中筋川 2 高知

渡川 後川 1 高知

渡川 横瀬川 1 高知

※1 �「水質が良好な地点」とは、BODの年間平均値が環境省
の定める報告下限値（0.5mg/L）以下である調査地点とす
る。

※2 �河川類型指定地点はBOD平均値での評価である。
資料：国土交通省四国地方整備局
　　　「令和5年四国内一級河川の水質現況」

【水系-3】 �四国地方22河川（湖沼・海域を含む）における
BODまたはCODの地点別年平均値（2023年）

 高瀬橋 0.5　脇町潜水橋 0.5 　
 池田ダム 0.5

 穴吹 < 0.5 

 富郷ダム 0.5

 丸亀橋 1.3　祓川橋 0.5　常包橋 0.7

 長浜大橋 < 0.5 大和橋 0.5 祇園大橋 0.5
 肱川橋 0.6 野村ダム 0.8

 仁西 0.5　中島 0.5　八田堰 0.6 
 伊野 0.5　大渡ダム 0.7

 下田 0.5　 具同 < 0.5 

 大津橋 0.6　牛屋島橋 0.6　
 市場橋 0.6

 貞光 < 0.5 

 那賀川橋 0.5　長安口ダム 0.6

 川口大橋 0.7 出合橋 0.8 中川原橋 1.6
 重信橋 < 0.5 　拝志大橋 0.6

 生々橋 1.2　新大橋 0.6

 小野橋 1.2

 山路橋 0.6　中筋川ダム 0.6

 加賀須野橋 1.0　鯛浜堰上流 0.8

 鮎喰 1.6

 富岡新橋 1.1　領家 0.7

 市坪 1.6　石手川ダム 0.7

 深渕 0.6　戸板島 0.6　山田堰 0.7

 音竹 1.3

 後川橋 < 0.5 

 横瀬川ダム 0.6
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■人口と年齢構成

　徳島県の人口は、国勢調査によると、2015年の755,733人から、2020年には719,559人と５

年間で約36千人（4.8％）減少している。

　国勢調査が始まった1920年に670,212人であった人口は、戦争中の一時期を除きほぼ一貫し

て増加を続け、1950年には878,511人を記録した。その後、高度経済成長期を迎えて大都市圏

への若年層の流出が続き、1970年には791,111人にまで減少したが、1970年代に入ると、転出

者数の減少などから再び増加基調となり、1985年には834,889人まで回復した。その後おおむ

ね横ばいで推移したものの、少子高齢化の影響などにより2000年に83万人を割り込んだ後は

減少幅が拡大している【人口-1】。

■将来推計人口

　国立社会保障・人口問題研究所の推計（2023年発表）では、2045年には52万人、2050年に

は48万人にまで減少するとされている。前述の2045年の推計値を、過去の推計値（2018年発

表）と比べると15,560人下回る結果となっている。人口減少のペースは想定よりも早く、深

刻さを増している。

　国勢調査（2020年）での年齢構成をみると、年少人口（15歳未満）が77,129人（11.2％）、生産

年齢人口（15 ～ 64歳）が375,657人（54.4％）、老年人口（65歳以上）が238,346人（34.5％）（うち、

75歳以上は122,672人、17.7％）となっており、年少人口の割合（10.9％）は全国で４番目に低

く、老年人口の割合（34.2％）は４番目に高い。

　今後はさらに少子化と高齢化が進み、前述の2050年の推計人口（48万人）の内訳は、年少

人口が41千人（8.6％）、生産年齢人口が224千人（46.6％）、老年人口が215千人（44.8％）、その

うち75 歳以上は 139千人（28.8％）で、県民の４人に１人が75 歳以上になるとみられている

【人口-1】。

■世帯数

　世帯数は307,358（2020年国勢調査）で、2015年に比べ約２千世帯（0.8％）増加した。

　そのうち単独世帯は109,570で、前回より約 12 千世帯（11.7％）増加し、全体の約 1/3を占

めている。これまで増加が続いていた核家族世帯（夫婦のみの世帯や夫婦と子から成る世帯

など）は減少に転じ、核家族以外の世帯（夫婦の親などが含まれる大家族の世帯など）も減少

している。国立社会保障・人口問題研究所の推計（2024年発表）によると、2050年には世帯数

（一般世帯）は242千世帯にまで減少すると推計されている【人口-2】。

人口
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■少子高齢化

　生まれた子どもの数（住民票の記載をした者）は多少の増減はあるものの減少傾向が続き、

2022年の出生数は3,903人で4千人を割り込んだ。なお、合計特殊出生率（女性１人が生涯に

産む子どもの平均数）は2005年から2015年にかけて一度上昇したものの、以降は下落してお

り、2023年は1.36（全国平均1.20）と、それまでの最低値であった2005年の1.26を下回った。

年齢別未婚率の推移をみると、どの年齢層も1975年から2005年にかけて上昇した後、2005

年以降は高止まりの状態が続いており、出生数減少の一因となっている【人口-3,5】。
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【人口-1】徳島県の人口と年齢構成
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資料：総務省「国勢調査」
　　　国立社会保障・人口問題研究所 「日本の地域別将来推計人口（令和5（2023）年推計）」

719

836
879 878 847 815 791 805 825

835 832 832 824 810 785 756
720 679 640

601
561

481
520

年少人口（15歳未満） 　　生産年齢人口（15～64歳）　　老年人口（65歳以上） 
（折線は構成比：右目盛り）

→推計

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

50

100

150

200

250

300

350

20502045204020352030202520202015201020052000199519901985

【人口-2】世帯数と世帯構成

（千世帯） その他の一般世帯
（核家族以外の世帯など）

ひとり親と子から成る世帯
夫婦と子から成る世帯
夫婦のみの世帯
単独世帯

（年）

1616

7070

8181

3838

4242

248248

1818

6666

258258

8080

4545

4949

1919

6363

274274

8080

5252

6060

2222

5858

288288

8080

5858

7070

2525

5252

298298

7979

6161

8080

2828

4747

302302

7777

6363

8787

2828

3838

305305

7676

6464

9898

→推計

核家族

2828

3030

307307

7373

6666

110110

3030

2525
309309

7171

6666

117117

3030

2323
304304

6767

6464

120120

2828

2222
293293

6262

6060

120120

2727
2121
277277

5858

5555

117117

2222
1818
242242

5050

4848

104104

2424
1919
260260

5454

5151

110110

資料：総務省「国勢調査」
　　　国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）」（2024年推計）
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　また、平均寿命は年々延びており、2020年は男性が81.27歳（全国81.49歳）、女性が87.42

歳（同87.60歳）となっている。長寿命化と出生数の減少が同時に進むことで、徳島県におい

ても少子高齢化の進行が加速している【人口-4】。

■転出人口の増加

　徳島から県外へ転出する人の動きをみると、1995年は15 ～ 19歳の男女、20 ～ 24歳の女

性のみが転出超過となっていたのに対し、2024年は50歳以下のほぼ全ての層で転出超過と

なっている。特に、2024年の20 ～ 24歳の女性の流出超過数は男性の1.28倍にあたる。大学

進学率の向上などにより、県外で進学し、そのまま就職する若者や女性が増えたことで、県

内における人口減少がいっそう進んでいる【人口-6】。

【人口-3】合計特殊出生率と出生数の推移

資料：厚生労働省「人口動態統計」
（年）

（人）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

202320202015201020052000199519901985198019751970
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3,9034,5215,5865,9045,9137,2247,4727,9439,70810,54412,02011,852

1.36

1.20

徳島県

全国

合計特殊出生率（徳島県）
合計特殊出生率（全国）

徳島・出生数

【人口-4】平均寿命
（歳）

資料：厚生労働省「都道府県別生命表の概況」（2020年）
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201510052000959085801975

【人口-5】年齢別未婚率の推移
（%）

資料：総務省「国勢調査」
（年）

（1）男性

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳
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40.9
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5.1
3.2

30.1

37.0

49.7
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201510052000959085801975

（%）

（年）

（2）女性

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

59.8

18.5

6.2
3.9
3.4

20.0

24.7

36.3
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■人口転出先・転入元となる都道府県

　徳島から県外への転出先（国外を除く）の１位は大阪府の1,773人、次いで香川県の1,248

人、兵庫県1,195人などとなっている。転入元（国外を除く）の第１位は大阪府で1,155 人、次

いで香川県970人、兵庫県870人などとなっており、転出・転入ともに近畿地方と四国内と

で全体の約５割程度を占めている【人口-7】。

（人）

転入人口－転出人口（1）1995年

【人口-6】徳島県の転入人口－転出人口の比較（男女・年齢階層別）

80歳以上
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

転出超過 転入超過

-800 -700 -600 -500 -400 -300 -200 -100 0 0 100 200

女性
男性 -4

-700　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9

　23

　  40

　　　64

9

9

  20

　　　  76

　　　　　　122

　　　　　　　  159

　　　　　　　　   183

　　　　85

　　　65

　　　　　　 132

　　　　　　126

-18

-153　　　　　　　

-299　　　　　　　　　　　　　　

23

 30

　42

　  55

  37

10

17

15

　　　 88

　　　　　　 153

　　　　　　 152

　 46

  34

　　　　　  133

注：国外への転出・国外からの転入を除く
資料：徳島県「徳島県人口移動調査年報」

（人）

転入人口－転出人口（2）2024年
80歳以上
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

-800 -700 -600 -500 -400 -300 -200 -100 0 0 100 200

女性
男性

転出超過 転入超過

-38

-9

-2

-44 

-55   

-19

-38

-73　　

-279　　　　　　　　　　　　

-709　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

-116　　　　

-26

-41

-20

-15

-6

-15

-33   

-71　　  

-57　　

-140　　　　　　

-370　　　　　　　　　　　　　　　　　  

-552　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

-192　　　　　　　　　

-25 

-6

-62　　 

26

24

26

  35

12

10

 19
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■市町村別人口

　各市町村の人口は、徳島市が252千人（2020年国勢調査）で県内の約1/3を占め、次いで阿

南市（69千人）、鳴門市（55千人）の順となっており、これら3市で徳島県全体の1/2を超える。

一方、1万人に満たない町村は、上勝町（1,380人）、佐那河内村（2,058人）など9町村にのぼ

る。そして、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づく「過疎地域」に13

市町村（全部過疎11 、一部過疎2）が該当している【人口-8】。

　2050年にかけては、全ての市町村で人口減少が進む。那賀町や牟岐町など5市町村は、

2020年から2050年にかけて、人口が現在の4割以下まで減少するとみられている。一方、現

在の人口の9割以上の人口を維持するのは北島町のみで、徳島市周辺部も7割程度の人口を

維持するとみられる【人口-8、9】。

　65 歳以上人口の割合（2020年）は、上勝町（55.9％）、神山町（54.3％）、牟岐町（53.9％）、那

賀町（51.8％）で5割を超えているほか、4割超は6市町村にのぼる。一方、北島町（25.7％）、

藍住町（25.8％）、松茂町（26.9％）の3町は2割台にとどまっている。15 歳未満人口の割合をみ

ると、北島町（15.0％）・藍住町（14.7％）・松茂町（12.9％）の順に高く、最低は神山町（6.0％）

で、牟岐町（6.2％）、上勝町（7.0％）と続いている。

【人口-7】徳島県の人口転出先・人口転入元都道府県上位５位 （人、％）

徳島県から転出 徳島県へ転入

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

2022年

都道府県 大阪 香川 東京 兵庫 愛媛 大阪 香川 兵庫 東京 愛媛

人数 1,815 1,325 1,217 1,164 692 1,336 1,140 1,003 799 722

構成比（%） 14.9 10.9 10.0 9.5 5.7 13.5 11.5 10.1 8.1 7.3

2023年

都道府県 大阪 香川 兵庫 東京 愛媛 大阪 香川 兵庫 東京 愛媛

人数 1,782 1,254 1,253 1,168 742 1,223 1,090 930 732 663

構成比（%） 14.8 10.4 10.4 9.7 6.2 10.3 9.2 7.8 6.2 5.6

2024年

都道府県 大阪 香川 兵庫 東京 愛媛 大阪 香川 兵庫 東京 愛媛

人数 1,773 1,248 1,195 1,169 651 1,155 970 870 706 616

構成比（%） 15.3 10.8 10.3 10.1 5.6 13.2 11.1 10.0 8.1 7.1

資料：総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告年報」� 注：転出・転入とも国外を除く
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資料：総務省「国勢調査」（2010年、2015年、2020年）
        国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）」（2025年以降）

【人口-8】市町村別人口（総人口）

徳　島　県
徳　島　市
鳴　門　市
小 松 島 市
阿　南　市
吉 野 川 市
阿　波　市
美　馬　市
三　好　市
勝　浦　町
上　勝　町
佐那河内村
石　井　町
神　山　町
那　賀　町
牟　岐　町
美　波　町
海　陽　町
松　茂　町
北　島　町
藍　住　町
板　野　町
上　板　町
つ る ぎ 町
東みよし町

785,491 
264,548 
61,513 
40,614 
76,063 
44,020 
39,247 
32,484 
29,951 
5,765 
1,783 
2,588 
25,954 
6,038 
9,318 
4,826 
7,765 
10,446 
15,070 
21,658 
33,338 
14,241 
12,727 
10,490 
15,044 

755,733 
258,554 
59,101 
38,755 
73,019 
41,466 
37,202 
30,501 
26,836 
5,301 
1,545 
2,289 
25,590 
5,300 
8,402 
4,259 
7,092 
9,283 
15,204 
22,446 
34,626 
13,358 
12,039 
8,927 
14,638 

719,559 
252,391 
54,622 
36,149 
69,470 
38,772 
34,713 
28,055 
23,605 
4,837 
1,380 
2,058 
24,833 
4,647 
7,367 
3,743 
6,222 
8,358 
14,583 
22,745 
35,246 
13,042 
11,384 
7,715 
13,622 

679,024
244,731
51,328
33,277
64,779
35,584
31,492
25,253
20,352
4,343
1,220
1,829
23,991
4,025
6,304
3,249
5,489
7,453
14,192
22,821
35,228
12,289
10,664
6,713
12,418

640,164
235,582
47,902
30,765
60,577
32,929
28,897
23,027
17,580
3,881
1,068
1,620
23,035
3,477
5,364
2,792
4,807
6,600
13,690
22,640
34,806
11,718
9,937
5,851
11,619

600,769
225,797
44,392
28,219
56,330
30,321
26,392
20,888
15,120
3,436
935
1,416
21,965
2,986
4,532
2,386
4,167
5,795
13,135
22,308
34,126
11,101
9,188
5,048
10,786

560,529
215,077
40,760
25,683
52,127
27,720
23,903
18,819
12,949
3,021
829
1,212
20,818
2,560
3,798
2,011
3,587
5,043
12,484
21,864
33,189
10,397
8,433
4,319
9,926

2010年 2015年 2020年 2025年
（人）

2030年 2035年
519,810
203,711
37,129
23,163
48,008
25,115
21,438
16,799
10,949
2,636
737
1,036
19,624
2,179
3,145
1,671
3,078
4,351
11,736
21,266
32,024
9,655
7,642
3,669
9,049

2045年2040年 2050年
480,669
192,475
33,701
20,786
44,094
22,633
19,115
14,908
9,148
2,291
664
877

18,434
1,838
2,575
1,382
2,633
3,720
10,982
20,594
30,749
8,928
6,884
3,074
8,184

【人口-9】総人口指数（2050年）

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）」

（2020年＝100）

徳島県 66.8
徳島市 76.3
鳴門市 61.7

小松島市 57.5
阿南市 63.5

吉野川市 58.4
阿波市 55.1
美馬市 53.1
三好市 38.8
勝浦町 47.4
上勝町 48.1

佐那河内村 42.6
石井町 74.2
神山町 39.6
那賀町 35.0
牟岐町 36.9
美波町 42.3
海陽町 44.5
松茂町 75.3
北島町 90.5
藍住町 87.2
板野町 68.5
上板町 60.5

つるぎ町 39.8
東みよし町 60.1
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■外国人登録者

　徳島県の外国人登録者数は2023年末に7,949人となり、前年（7,009人）に比べ940人増加し

た【人口-10】。国籍別にみるとベトナムが2,257人で全体の28.4％を占めている。次に中国、

フィリピン、インドネシア、韓国、ミャンマー、カンボジア、ネパールと続き、アジア出

身者の比率が92.2％と圧倒的に多い【人口-11】。

（近藤有紀）

【人口-12】人口に関する指標

（2020,万人）
総人口

順位

1

2

3

44

45

46

47

－

県　名

東　京

神奈川

大　阪

徳　島

高　知

島　根

鳥　取

全　国

人　数
（2020,%）

年少人口（15歳未満）割合
（対総人口）

1,405

924

884

72

69

67

55

12,615

順位

1

2

3

43

45

46

47

－

県　名

沖　縄

滋　賀

佐　賀

徳島・高知

北海道

青　森

秋　田

全　国

割　合

16.6

13.6

13.5

10.9

10.7

10.5

9.7

11.9

（2020,%）
老年人口（65歳以上）割合
（対総人口）

順位

1

2

3

38

44

45

47

－

県　名

東　京

神奈川

愛　知

徳島・山形

山　口

島根・高知

秋　田

全　国

割　合
（2020,%）

生産年齢人口（15～64歳未満）割合
（対総人口）

順位

1

2

3

4

45

46

47

－

県　名

秋　田

高　知

山　口

徳島・島根

愛　知

東　京

沖　縄

全　国

割　合

37.5

35.5

34.6

34.2

25.3

22.7

22.6

28.6

66.1

62.7

61.7

54.9

53.9

53.6

52.8

59.5

順位

1

2

3

39

45

46

47

－

県　名

沖　縄

東　京

滋　賀

徳　島

岩　手

青　森

秋　田

全　国

割　合

-0.10

-0.34

-0.37

-0.97

-1.15

-1.17

-1.43

-0.64

順位

1

2

4

14

45

46

47

－

県　名

沖　縄

長崎・宮崎

鹿児島

徳　島

宮　城

北海道

東　京

全　国

割　合

1.60

1.49

1.48

1.36

1.07

1.06

0.99

1.20

（2023,-）
合計特殊出生率

（2022,%）
自然増減率

順位

1

2

3

38

45

46

47

－

県　名

東　京

埼　玉

神奈川

徳　島

福　井

青　森

長　崎

全　国

割　合

0.48

0.34

0.31

-0.37

-0.46

-0.48

-0.51

－

（2023,%）
転入超過率

順位

1

2

3

34

45

46

47

－

県　名

東　京

愛　知

群　馬

徳　島

岩　手

青　森

秋　田

全　国

人　数

4,011.8

3,436.0

3,057.6

812.0

605.6

465.0

400.5

2,177.7
資料：総務省「国勢調査」
注：不詳補完値による

（転入者数－転出者数）／総人口）資料：厚生労働省「人口動態調査」

（総人口～老年人口割合）
資料：総務省「国勢調査」

注：不詳補完値による 注：不詳補完値による 注：不詳補完値による

（2020,人）
外国人人口
（人口10万人あたり）

【人口-10】徳島県の外国人登録人口の推移

資料：法務省「在留外国人統計」
（年）

（人）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

202320222021202020192015201020052000199519901984

7,949
7,009

6,094
6,6276,592

5,0125,157
5,818

3,980

1,681
911699

0 20 40 60 80 1000％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0 20 40 60 80 1000％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ヨーロッパ 2.5％
アフリカ 0.7％
北アメリカ 3.2%
南アメリカ 0.9％
オセアニア 0.5％
無国籍 0.0％

【人口-11】国籍別・地域別の外国人登録者（2023年）

アジア
92.2％

資料：法務省「在留外国人統計」

②地域別

①国籍別

フィリピン 11.5%
インドネシア 10.8%
韓国 3.8％
ミャンマー 3.7％
カンボジア 3.4％
ネパール 2.7％
米国 2.4％
インド 1.1％
その他 11.2％

ベトナム
28.4％

中国
20.0％

ヨーロッパ 2.5％
アフリカ 0.7％
北アメリカ 3.2%
南アメリカ 0.9％
オセアニア 0.5％
無国籍 0.0％

【人口-11】国籍別・地域別の外国人登録者（2023年）

アジア　92.2％

資料：法務省「在留外国人統計」

②地域別

①国籍別

フィリピン 11.5%
インドネシア 10.8%
韓国 3.8％
ミャンマー 3.7％
カンボジア 3.4％
ネパール 2.7％
米国 2.4％
インド 1.1％
その他 11.2％

ベトナム　28.4％ 中国　20.0％
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■外国人登録者

　徳島県の外国人登録者数は2022年末に7,009人となり、前年（6,094人）に比べ915人増加し

た【外国-1】。国籍別にみるとベトナムが2,044人で全体の29.2％を占めている。中国、フィ

リピン、インドネシアと続き、アジア出身者の比率が91.8％と圧倒的に多い【外国-2】。

■外国との人の交流、地域間交流

　2022年の海外旅行を含む徳島県の海外渡航者数（日本人出国者数）は4,930人となった。新

型コロナウイルス感染症が世界的に流行する前の2019年（55,609人）に比べ大幅に少ない状

態が続いた【外国-3】。 

　国外との転入・転出をみると、2023年に国外から徳島県へ転入した人は2,458人、一方徳

島県から国外へ転出した人は1,169人で、1,289人の転出超過となった【外国-4】。

外国との交流

（人）

資料：法務省「在留外国人統計」
（年）

【外国-1】徳島県の外国人登録人口の推移

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

20222021202020192015201020052000199519901984

7,009
6,0946,6276,592

5,0125,157
5,818

3,980

1,681
991699

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
北アメリカ 3.5%
ヨーロッパ 2.6％
アフリカ 0.9％
南アメリカ 0.9％
オセアニア 0.5％
無国籍 0.0％

【外国-2】国籍別・地域別の外国人登録者（2022年）

アジア　91.8％

資料：法務省「在留外国人統計」

②地域別

①国籍別

その他 16.3％
フィリピン 12.0%
インドネシア 9.4%
韓国 4.3％
米国 2.5%
ネパール 2.0%
タイ 1.0%
台湾 0.9%
ブラジル 0.6%

ベトナム　29.2％ 中国　21.8％

ヨーロッパ 2.6％
アフリカ 0.9％
北アメリカ 3.5%
南アメリカ 0.9％
オセアニア 0.5％
無国籍 0.0％

アジア　91.8％

韓国 4.3％
フィリピン 12.0%
ブラジル 0.6%
ネパール 2.0%
インドネシア 9.4%
米国 2.5%
台湾 0.9%
タイ 1.0%
その他 16.3％

ベトナム　29.2％中国　21.8％
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■貿易、企業の海外進出

　企業の貿易取引状況を小松島税関支署の統計（確々報）でみると、2023年の輸出入総額は

2,422億円（輸出額162億円、輸入額2,260億円）となっている。この金額は小松島税関支署管

内（徳島小松島港、橘港）の実績だけであり、神戸港などを経由して行われている貿易取引額

は含まれていない。

　県内の輸出入関連企業に行った調査によると、2022年の輸出額は6,332億円、輸入額は

2,223億円である。代表的な品目としては、輸出では電気・電子機器・同部分品、無機化学

品・有機化学品・医療用品・肥料があげられる。輸入では無機化学品・有機化学品・医療用

品・肥料、鉱物性燃料などがあげられる【外国-5、6】。

　また、海外進出を行っている県内企業（駐在員事務所、支店、100%出資の子会社、合弁会

社などの形態で海外に進出して直接事業を行う企業）は30社で、延べ拠点数は61カ所ある。

国別では、中国（含む香港）の25カ所、ベトナム9カ所、アメリカ5カ所などとなっている。

地域別にみると、アジアが全体の77％を占めている。

（青木伸太郎）

（人）

資料：法務省「出入国管理統計」
（年）

【外国-3】徳島県の海外渡航者数（日本人出国者数）
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【外国-4】徳島県の海外渡航者数（国外との転入・転出人口）

資料：徳島県「徳島県人口移動調査年報」
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【外国-5】品目別輸出額（2022年） （単位：百万円）

総　　額
633,177

動物・動物性生産品　2,622

油脂・調整食料品・飲料・アルコール・
食酢　8,004

植物・植物性生産品　494

鉱物性生産品　222

パルプ・紙・紙製品　9,190
繊維・衣服・繊維製品　66

その他　195

プラスチック・ゴム・皮革・
それらの製品　2,260

その他の化学品　19

木材・製品　65

履物・身辺用品　86

無機化学品・
有機化学品・
医療用品・
肥料
221,343

一般機器・同部分品　9,469

電気・電子機器・
同部分品
377,972

輸送用機器・同部分品　0

家具・寝具・それらの部分品　284
光学機器・測定機器・精密機器・
医療機器・それらの部分品　5

真珠・貴石・半貴石・貴金属・身辺細化・
玩具・運動用具・雑品・美術品・収集品　0

鉱物性燃料　0

鉄鋼・鉄鋼製品・
非鉄金属・同製品　880

土石製品・陶磁器製品・
ガラス・同製品　0

資料：徳島県「令和 5年度徳島県貿易・国際事
業実態調査報告書」

【外国-6】品目別輸入額（2022年）

電気・電子機器・同部分品　56
輸送用機器・同部分品　0

パルプ・紙・紙製品　2,163

動物・動物性生産品　1,270

鉱物性生産品　311

植物・植物性生産品　4,812

家具・寝具・それらの部分品　430
その他　1,294

プラスチック・ゴム・皮革・
それらの製品　2,516
その他の化学品　230

繊維・衣服・繊維製品　8,650
履物・身辺用品　0

土石製品・陶磁器製品・
ガラス・同製品　190

油脂・調整食料品・飲料・
アルコール・食酢　6,624

真珠・貴石・半貴石・貴金属・身辺細化・
玩具・運動用具・雑品・美術品・収集品　18

鉄鋼・鉄鋼製品・非鉄金属・同製品　653
一般機器・同部分品　193

（単位：百万円）

光学機器・測定機器・精密機器・
医療機器・それらの部分品　25

資料：徳島県「令和 5年度徳島県貿易・国際事
業実態調査報告書」

木材・製品　15,772

鉱物性燃料
70,479

無機化学品・
有機化学品・
医療用品・肥料
106,653

総　　額
222,340


